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土佐琳派：2015年の琳派400年に、

現代の琳派の句読点を打つ

土
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子

文化をコンピューティングするというタームは、マサチューセッツ工科大学

の建築学部の下にあるCenter for Advanced Visual Studiesというところで、

Artist Fellowとして三年間在籍していた際に考えたことです。今はプロフェッ

ショナルなアーティストとしての仕事をしながら、京都大学でアートを教えて

おります。専門としては工学博士で、アートを今最先端の技術で表現しようと

思いましたので、そのためにコンピューターサイエンスを学びました。

アートというのは、人間を表現することです。何かしらの形で人間を表現し、

今までなかったような美しさを発見して、それを表現していくものだと考えて

います。

アメリカのボストンに三年間いた時に、初めて日本人とはなにかとか、日本

人の文化だとか、日本人の特性だとか、そういったものを顧みるようになりま

した。味覚にしろ、好みにしろ、言語にしろ、そういった文化というのは服を

脱ぐように取り替えられない。自分たちの遺伝子レベルで染みついているよう

な様々な日本人の文化を表現していくことは、日本人アーティストとして非常

にまっとうなことではないかと思ったわけです。そこで、文化のコンピューティ

ングというタームで、日本の文化の特性を何らかの形でやっていこうと考えま

した。

こういった文化の特性と、コンピューターというのは水と油のようなところ

がありますが、「物を考えたり作ったりするときは、遠いものと遠いものを結
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びつけると新しいものが見つかる」というのが私のコンセプトです。遠いもの

をどうやって結びつけるかによって、そこに新しい発見が生まれます。こうし

た観点から、専門としているコンピューターと芸術から、対象を文化の方面に

も少し広げています。例えば、ものの哀れですとか、移ろいやすい風土からく

るわびさびのようなもの、それから日本文化とアジアの関係、神仏習合にみら

れるようなもの、和歌や俳句、そして意匠などを扱っています。

尾形光琳に代表される琳派という絵画の流派が安土桃山時代からあります

が、来年が４００周年記念の年です。どこから考えて４００周年かといいますと、

本阿弥光悦という人が光悦村というものを京都に作りましたが、そこから４００

周年の年になります。光悦村というのは、今で言うところの産官学連携の考え

方によって、京都の町を活性化していたものです。琳派の代表的な作品に、風

神雷神というものがあります。大胆な構図とパターンがあって、垂らし込みと

いう技法がよく用いられています。海外にもジャポニズムと呼ばれる形で影響

を与えていまして、例えばグスタフクリムトというオーストリアの画家がいま

す。グスタフクリムトは、貴婦人の背景によく金箔を使っています。

この琳派４００周年記念事業は、京都府の記念事業として京都国立博物館の新

館旧館で行います。メディアアートなので、現代の琳派や未来の琳派などと言

いたかったのですが、私一人がそういうことをやっているわけではないので、「土

佐琳派」というふうに、私の名前を付けさせていただきました。

ところで、芸術とはなんでしょうか。文学も芸術の一つだと思いますが、私

が一人のアーティストとして考えるのは、芸術とは自分を通した現代の記憶で

あるということです。この記憶が大量に積み重なって、一つの歴史になってい

くということです。

では、メディアアートのメディアとはなにを指すのか。例えば、文学も一つ

の言葉のメディアです。すなわち言葉で表現するメディアと考えられます。私

は視覚を扱うアーティストなので、言葉を視覚で表現する方法を考えます。例

えば、京都の禅寺の建仁寺には樹齢２００年の老木があり、すごく静かな雰囲気
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を生み出しています。でもその写真を見るだけでは、静けさはあまり伝わりま

せん。言葉でこうやって説明しないと伝わらない。ではどうやって表現したか

というと、老木一本だけにしてしまう（図１）。最低限のものにしてしまう。こ

れは視覚的な表現です。静けさだけを視覚で伝える。こういうものが文章の表

現とは違う表現の方法だと思います。

一方、様々な自然科学の中には、美というものが含まれています。レオナル

ド・ダ・ヴィンチの時代、アーティストという名前が世の中に現れた時代から、

我々は自然界の中の美しさを模倣してきました。例えば、巻貝の美しさ、川の

流れ、花びらの形状、土の干からびた割れ目、雪の結晶、シダの葉っぱ、など

です。これら自然界の中にある形状には、何かしらのルールが存在します。こ

のルールをコンピューターの中で再現することもできます。先人は、こういう

視覚的なものからルールを導き出してきました。

私たちがやろうとしているのは、メディアを変換するということです。どう

いうことかというと、音声メディアから映像を生成するとか、映像を音のメディ

アに変換する。これ（図２）は私が２０代の頃にやった仕事なのですが、１９８５

年に作った作品です。映像の輝度つまり明るさから、音声をリアルタイムに作

り出すというビデオアートを作りました。パソコンもなかった時代にアナログ

で作ったものです。光センサーをモニターの前に付け、簡単なオームの法則程

度のものを載せています。例えば、画面が明るくなってくると音がだんだん高

くなって、画面が暗くなってくると音が低くなってくる、というルールを与え

ました。

最近では音の振動で作った生け花を作っています。Sound of Ikebana（図３）

と名付けたものです。この仕組みですが、スピーカーの上にゴムを貼って、そ

の上にいろいろな液体を置きます。スピーカーから音が出ると、その音の振動

で上に置いた液体が飛び上がります。その状況をハイスピードカメラで２０００

分の１、つまり２０００倍に時間を引き延ばして撮影するのです。この美しい形

は、私たちの裸眼では見えない形、ハイスピードカメラの機械を通してしか見
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られない美しい形です。生け花という日本の伝統的なものと、先端技術を組み

合わせたわけです。しかもこれはコンピューターでシミュレーションされたも

のではなく、物理的なもの、絵の具やオイル、顔料などで作られています。液

体の粘性だとか、音の振動の組み合わせで様々な生け花を作ることが出来ます。

これは一つのデザインと言ってもいい。液体という形の無いものから、振動で

形を与える。音というメディアから、視覚的な形状を生み出しているわけです。

しかもそれは我々の見えないレベルの映像です。この現代的な手法で新しい琳

派を作り上げようと試みています。

生け花とは何かについても、お話ししておきたいと思います。生け花には色々

な流派がありますが、フラジャイルな三角形を描くというのが重要です。安定

してはいけません。

去年の秋、シンガポールのカジノリゾートであるMarina bay sandsが所有し

ているArtScience Museumという、白い蓮の花を模したような建物がありま

すが、そこの企画展としてSound of Ikebanaを３ヶ月間展示しました。シンガポー

ルには四季がありません。そこで、なんとか日本の四季を今の技法で表現した

いと思ったわけです。その時なにを使ったかと言いますと、俳句を使いました。

松尾芭蕉、与謝野蕪村、小林一茶の俳句を使って、四季それぞれのSound o f 

Ikebanaに組み合わせました。このSound of Ikebanaをプロジェクションマッ

ピングにする機会がありました。今年の一月に経産省のクールジャパンの助成

金がつき、実施することができました。これから映像でお見せしたいと思います。

（動画上映開始）

例えば春から紹介しますが、これは端的なお正月の色。Sound of Ikebanaだ

とこういう感じですね。それで俳句はこう。で、梅の季節。これは夜の梅ですが、

Sound of Ikebanaと俳句はこんな感じ。それから春というとパステルカラーで

すから、キャンディの色からこういったSound of Ikebanaを作りました。他に

春の色というと、平安時代の襲の色目とかありまして、そういったものも取り

入れてみました。夏は杜若。先ほどお見せしたのと違うバージョンです。
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次はプロジェクションマッピングで【冬】をお見せしたいと思います（図４）。

ArtScience Museumはすごく巨大です。このとき俳句はどこに行ったかとい

うと、ARといって、モバイルフォン（スマートフォン）をかざすと俳句が見

えるという仕組みを作りました。音楽は、近藤等則さんというジャズトランペッ

ターの方とコラボレーションしています。

今、シンガポールのギャラリーでスペースフラワーという新作を見せていま

すが、これはまた違う技法で作成しています。液体窒素を使ったもので、これ

はスペースジャングルという作品です（図５）。ハイスピードカメラを使って

撮影しています。花を液体窒素に入れてマイナス200度にしました。人間とい

うのは、壊れる美しさに本能的な関心があると思うのです。壊れる前の美しさ、

壊れるときの美しさ、そういう創造的な破壊をテーマにしています。

あともう一点、今展覧会をしている作品の中から、風神雷神をテーマにして

いるものがあるので、その風神の方をお見せします。これは風の神がやってきて、

祭りのようなものがあって、去って行くというストーリーです。

最後に、今作っている仕事の作品をお見せして終わりたいと思います。今は

オーガニックジオメトリーということを考えています。これは、液体や泡など

形状の無いものに対して規則を与える、というものです。ジオメトリーという

のは、幾何学的なものを与えるという意味です。やはり琳派をテーマにしてい

ます。今までのオーガニックなデザインとしては、フラクタルとかカオスとい

うものがありましたが、これらは形が固定しています。オーガニックジオメト

リーでは、形が固定していないものを幾何学的な形にし、そこから新しい形を

取り出していく。そうすることで、様々なもののデザインが変わります。小さ

な造形物や大きな建築物などのデザインを変えることが出来るわけです。

（動画上映終了）

以上で終わりたいと思います。ご静聴どうもありがとうございました。
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【図１】

【図２】
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【図３】



− 268 −

【図４】

【図５】


